
、

'
「
、
ト

漱
石
に
お
け
る
「
明
星
」
的
な
も
の

，
一
初
期
作
品
を
中
心
に
一

池

．
谷

直

美

遂

げ

 
．
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
第
一
編
（
明
治
三
十
八
年
一
月
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
。

以
後
『
猫
』
と
略
称
。
）
に
、
猫
が
主
入
に
つ
い
て
語
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
猫

の
口
を
借
り
た
作
者
が
、
主
人
化
一
苦
沙
弥
化
1
さ
れ
た
自
分
を
語
る
の
だ
か

ら
、
か
な
り
戯
画
化
さ
れ
た
主
人
像
と
見
る
の
が
普
通
だ
ろ
う
。

」
〈
何
と
い
っ
て
人
に
勝
れ
て
溝
鼠
る
事
も
な
い
V
く
せ
に
、
〈
何
に
で
も
よ

ぐ
手
を
出
し
た
が
る
V
と
、
小
馬
鹿
に
し
た
口
ぶ
り
で
猫
が
あ
げ
つ
ら
う
の

は
、
主
人
が
日
頃
〈
胃
弱
の
癖
に
い
や
に
熱
心
〉
に
や
つ
．
て
い
る
趣
味
芸
事
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

い
ろ
い
ろ
で
あ
る
。
〈
俳
句
を
や
っ
て
ほ
と
と
ぎ
す
へ
投
書
V
す
る
か
と
思
え

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

ば
、
〈
新
膿
詩
を
明
星
へ
出
V
す
。
英
語
教
師
だ
と
い
う
の
に
く
間
違
ひ
だ
ら

け
の
英
文
〉
し
か
書
け
な
い
よ
う
で
は
、
ど
ち
ら
も
大
し
た
出
来
で
は
な
さ
そ

う
だ
。
さ
ら
に
は
〈
弓
〉
に
く
謡
V
に
く
ヴ
ィ
オ
リ
ン
〉
と
和
洋
新
旧
と
り
ま

ぜ
て
、
時
に
は
く
ワ
ッ
ト
マ
ン
V
紙
を
買
い
込
ん
で
当
時
流
行
の
ス
ケ
ッ
チ
に

励
ん
だ
り
も
す
る
の
だ
が
、
超
人
な
ら
ぬ
凡
人
の
悲
し
さ
、
〈
氣
の
毒
な
こ
と

に
は
ど
れ
も
こ
れ
も
物
に
な
っ
て
居
ら
ん
V
。

 
現
実
め
漱
石
が
果
し
て
く
物
に
な
っ
て
V
い
た
か
い
な
い
か
は
別
と
し
て
、
．

採
り
あ
げ
ら
れ
た
種
々
の
事
物
は
、
実
際
に
彼
が
手
を
染
め
た
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
。
中
で
も
俳
句
は
、
知
友
子
規
の
生
前
か
ら
共
に
親
し
ん
だ
も
の
で
あ

り
、
英
国
留
学
中
、
ま
た
帰
国
後
も
折
に
ふ
れ
て
は
創
ら
れ
て
い
た
。
と
は
言

え
、
子
規
や
虚
子
に
誘
わ
九
て
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
寄
稿
レ
た
事
は
あ
っ
て
も
、

一
般
読
者
の
よ
う
に
く
投
書
V
し
た
事
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
ら
、
虚
構
が
加
味

さ
れ
て
い
る
と
も
見
え
よ
う
。
し
か
し
、
〈
謡
V
や
く
弓
V
や
ス
ケ
ッ
チ
と
並

ん
で
、
'
作
者
の
実
生
活
か
ら
の
反
映
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
と
言
え
る
。
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

と
残
る
の
は
く
ヴ
ィ
オ
リ
ン
V
と
八
新
撰
詩
を
明
星
へ
〉
の
く
だ
り
で
あ
る
。

 
鏡
子
夫
人
の
『
思
い
出
』
以
来
、
漱
石
の
く
謡
V
は
ど
う
も
余
り
上
手
な
部

類
で
は
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
の
く
ヴ
ィ
オ
リ

，
ン
V
は
大
い
に
ハ
イ
カ
ラ
ぶ
っ
た
虚
構
と
考
え
て
い
い
。
お
そ
ら
く
『
猫
」
第

十
一
編
の
寒
月
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
よ
う
に
、
周
囲
の
弟
子
、
知
人
等
か
ら
ヒ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ

ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
残
る
の
は
、
〈
新
膿
詩
を
明
星
へ
〉
で

あ
る
。

旧
劇
．
章

漱
石
と
「
明
星
」
．
派
と
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
無
縁
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
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漱
石
に
お
け
る
「
明
星
」
的
な
も
の
 
1
初
期
作
品
を
中
心
に
一

、



て
来
た
。
そ
の
出
発
点
は
馬
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
明
治
三
十
八
年
一
月
の
、
 
「
漱

石
と
柳
村
』
（
読
売
新
聞
連
載
。
一
月
二
十
日
～
二
十
三
日
）
に
な
る
だ
ろ
う
。

X
Y
な
る
匿
名
の
人
物
-
正
宗
白
鳥
1
の
筆
は
、
冒
頭
を
次
の
よ
う
に
起
し
て

い
る
。

 
 
 
ホ
ト
・
ギ
ス
と
い
ふ
小
雑
誌
あ
り
、
明
星
と
い
ふ
小
雑
誌
あ
り
、
一
つ

 
 
玉
無
酒
の
如
く
、
 
一
つ
は
ラ
ム
子
の
如
し
。
 
ど
う
せ
滋
養
に
は
な
ら
ね

 
 
ど
、
い
つ
れ
も
特
色
の
あ
り
て
小
範
囲
の
導
者
に
珍
重
せ
ら
る
。
こ
の
二

 
 
者
ハ
全
然
相
容
れ
ざ
る
性
質
を
有
し
、
寄
稿
家
も
卜
者
も
類
を
異
に
し
、

 
 
明
星
の
後
援
者
に
上
田
敏
先
生
あ
り
、
ホ
ト
・
ギ
ス
の
酵
母
に
夏
目
金
之

 
 
助
先
生
あ
り
。
自
か
ら
相
嫁
覆
し
て
、
大
學
の
講
堂
外
に
自
己
の
面
目
を

 
 
登
塾
せ
る
ハ
面
白
し
、
 
（
原
文
総
ル
ビ
）
，

こ
こ
だ
け
を
取
出
し
て
見
る
と
い
か
に
も
、
漱
石
と
上
田
敏
と
が
並
称
さ
れ
て

い
る
か
に
見
え
る
の
だ
が
、
全
文
を
通
読
す
る
と
、
実
は
上
田
敏
批
判
の
為
の

対
抗
馬
と
し
て
、
 
漱
石
が
か
つ
ぎ
出
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
 
両
者

の
知
名
度
が
大
き
く
異
な
る
と
し
て
、
そ
の
原
因
を
く
こ
れ
一
人
ハ
百
方
社
會

に
知
ら
る
ζ
を
勉
め
、
一
人
ハ
超
然
鍛
響
褒
疑
の
外
に
遊
ば
ん
と
勉
む
る
の
結

果
V
で
あ
る
と
述
べ
る
と
こ
ろ
、
ま
た
、
〈
盲
目
千
人
の
世
の
中
研
、
頻
り
に
．

横
文
字
交
り
の
文
章
を
片
々
た
る
小
雑
誌
に
掲
げ
、
西
洋
文
學
を
鼻
の
先
き
に

ぶ
ら
下
げ
る
手
合
を
、
直
ち
に
博
學
者
と
思
ひ
込
み
、
深
く
回
し
て
沈
黙
を
守

れ
る
眞
正
の
學
者
を
認
む
る
の
眼
力
な
し
〉
と
、
暗
に
柳
村
の
博
学
に
異
議
を

と
な
え
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
が
へ
そ
の
証
拠
と
な
る
。
連
載
の
最
終
日
、
一
月
石

二
十
三
日
に
書
か
れ
た
、
漱
石
の
皆
川
正
禧
あ
て
の
書
簡
く
僕
の
事
を
評
す
る

と
き
は
誰
で
も
必
ず
上
田
君
を
引
合
に
出
す
上
田
君
は
迷
惑
な
る
べ
し
。
あ
ま

り
讃
費
で
學
者
の
様
に
吹
聴
さ
れ
る
と
大
回
の
講
堂
で
講
義
が
や
り
に
く
㌧
て

困
り
ま
す
V
は
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
本
気
で
困

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
〈
近
い
身
よ
り
杯
よ
り
却
っ
て
知
ら
ぬ
他
人
の
方

が
時
々
は
買
被
っ
て
く
れ
る
も
の
に
候
V
と
続
け
て
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
・
漱

石
は
悪
い
気
は
し
て
い
な
い
。
こ
の
一
月
、
「
猫
」
第
一
編
と
時
を
伺
じ
く
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

て
発
表
し
た
『
倫
敦
塔
」
 
（
「
帝
國
文
學
」
）
が
、
平
々
好
評
で
あ
っ
た
一

と
言
っ
て
も
〈
近
い
身
よ
り
〉
の
中
だ
け
で
あ
る
一
の
に
、
気
を
よ
く
し
て

い
た
最
中
の
記
事
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

 
『
漱
石
と
柳
村
』
は
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
対
「
明
星
」
を
意
図
し
て
執
筆
さ

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
読
売
対
帝
文
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
に
せ
よ
、
結
果
的
に
は
、
当
時
の
文
壇
に
お
い
て
根
岸
派
と
明
星
派
と
が
対

立
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
鴎
外
の
観
潮
檎
歌
会
が
開
か

れ
る
の
は
、
明
治
四
十
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
ど
で
あ
る
が
、
対
立
の
根
は
、

『
明
星
』
創
刊
当
時
に
す
で
に
あ
っ
た
。

 
創
刊
当
初
の
『
明
星
』
に
は
、
根
岸
派
の
作
品
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、

 
第
二
号
（
明
治
三
十
三
年
五
月
一
日
）

 
 
『
俳
句
評
繹
』
虚
子

 
 
『
病
床
十
日
」
子
規

 
第
三
号
（
同
年
六
月
一
日
）

 
 
『
川
狩
十
句
』
虚
子

 
 
『
雄
略
帝
の
御
製
」
竹
の
里
人

 
第
四
号
（
同
年
七
月
一
日
）

 
．
『
俳
句
評
繹
』
虚
子

 
 
『
短
夜
』
碧
梧
桐
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『
夏
十
句
』
四
方
太

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
そ
れ
が
第
五
号
で
は
全
く
姿
を
消
し
、
第
六
号
（
三

十
三
年
九
月
十
二
日
）
に
鉄
幹
の
『
子
規
子
に
與
ふ
』
が
『
子
規
子
來
信
」
と

共
に
出
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
両
派
が
互
い
に
相
容
れ
ず
と
争
う
さ
ま
が
公
に
な

る
。
誰
が
言
い
出
し
た
も
の
か
、
同
じ
新
派
に
ま
と
め
て
も
ら
っ
て
は
困
る
と

い
っ
た
空
気
が
広
が
っ
て
ゆ
き
、
「
帝
國
文
學
」
第
六
巻
八
号
（
三
十
三
年
八

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

月
十
日
）
の
『
和
歌
壇
の
新
派
を
警
醒
す
」
の
一
節
く
子
規
鐵
幹
の
如
き
は
多

へ
 
 
へ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ
 
 
 
へ

少
成
功
し
た
る
に
し
も
あ
れ
ど
な
ほ
斯
道
の
詩
魔
た
る
を
免
れ
ざ
る
べ
し
V
等

が
引
金
ど
な
っ
て
、
両
者
が
別
々
の
道
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

 
こ
の
「
帝
國
文
學
」
第
六
巻
八
号
に
は
、
『
高
山
甘
言
を
送
る
」
も
載
せ
ら

れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
藤
代
素
一
、
芳
賀
矢
一
、
稻
垣
乙
丙
、
戸
塚
機
知
、

夏
目
金
之
助
等
と
共
に
留
学
す
る
は
ず
の
高
山
樗
牛
へ
の
激
励
文
で
あ
る
。
樗

牛
は
結
局
留
学
せ
ず
に
終
っ
た
が
、
こ
の
号
の
「
帝
國
文
學
」
を
漱
石
が
見
て

い
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
。
明
治
二
十
八
年
一
月
の
創
刊
号
に
、
〈
高
等
師

範
啓
白
講
師
大
審
院
學
生
文
學
士
 
夏
目
金
之
助
V
が
、
会
員
名
簿
の
英
文
学

科
学
生
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
以
来
、
「
帝
國
文
學
」
は
毎
月
手
許
に
届
け
ら
れ

て
い
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
友
人
子
規
と
並
ぶ
鉄
幹
、
ま
た
「
明
星
」
の
存

在
は
、
“
ど
ん
な
に
遅
く
と
も
こ
の
時
ま
で
に
は
、
彼
の
知
識
の
中
に
あ
っ
た
と
'

見
て
よ
い
。
i
．
「
帝
國
文
學
」
第
六
巻
四
号
（
三
十
三
年
四
月
十
日
）
に
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註

「
明
星
」
創
刊
の
広
告
が
載
っ
て
い
る
。
1

第
二
章

 
漱
石
が
英
国
留
学
に
旅
立
っ
た
の
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
明
治

噛
三
十
三
年
九
月
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
留
学
申
、
、
日
本
か
ら
ど
ん
な
新
聞
、
雑

漱
石
に
お
け
る
「
明
星
」
的
な
も
の
 
一
初
期
作
品
を
中
心
に
一

誌
が
送
ら
れ
て
い
た
か
、
書
簡
や
日
記
中
に
見
え
る
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
以
外
は

判
然
と
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
こ
の
間
の
「
明
星
」
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
、

帰
国
後
隅
漱
石
が
「
明
星
」
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
発
言
を
行
っ
て
い
る
か
を

追
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

 
書
簡
に
お
い
て
「
明
星
」
の
二
文
字
が
出
る
の
は
明
治
三
十
七
年
六
月
二
十

九
日
、
野
間
岳
綱
あ
て
の
文
中
、
〈
明
星
の
投
書
家
杯
の
新
艦
詩
の
主
人
公
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

な
り
候
へ
ば
少
々
位
の
病
田
は
我
満
致
す
べ
く
候
〉
で
あ
る
。
帰
国
後
の
教
壇

で
知
り
合
っ
た
若
い
弟
子
達
か
ら
「
明
星
」
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
は
あ

っ
た
ろ
う
し
、
彼
等
の
申
に
「
明
星
」
投
書
家
が
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
ゆ

 
三
十
七
年
十
月
二
日
の
、
橋
口
貢
あ
て
の
書
簡
は
、
弟
橋
口
清
（
五
葉
）
に

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
為
に
描
い
て
も
ら
っ
た
挿
画
の
礼
状
で
あ
る
。
そ
の
一
節

に
く
あ
の
書
は
ほ
と
㌧
ぎ
す
流
の
書
に
候
爵
星
流
に
無
之
面
白
く
存
候
V
と
あ

る
。
当
時
の
「
明
星
」
の
挿
画
は
数
人
の
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
た
が
、

三
十
七
年
二
月
号
の
「
白
鳥
」
「
帆
影
」
「
書
家
」
、
三
月
号
の
「
孔
雀
」
「
鶴
」
、

五
月
号
の
「
海
原
」
、
六
月
号
裏
表
紙
の
「
風
」
、
七
月
号
裏
表
紙
「
白
鳥
」
及

び
「
白
鳥
」
、
八
月
号
「
花
あ
や
め
」
を
描
い
た
石
川
寅
治
が
、
集
中
的
に
多

か
っ
た
。
白
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
強
調
し
た
装
飾
風
の
強
い
画
風
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
画
題
「
白
鳥
」
「
孔
雀
」
等
か
ら
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
ー
ル
ポ

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
色
の
濃
い
画
風
で
あ
っ
た
。
「
明
星
」
の
挿
画
は
、
石
版
、
木
版
、

色
刷
等
の
凝
っ
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
そ
れ
が
特
色
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

こ
の
書
簡
に
語
ら
れ
る
〈
明
星
流
〉
は
、
対
す
る
く
ほ
と
と
ぎ
す
流
V
と
比
較

し
た
場
合
、
寅
治
あ
た
り
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

 
対
す
る
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
第
八
巻
一
号
（
明
治
三
十
七
年
十
月
一
日
）
の
五

葉
の
「
走
馬
燈
圖
案
」
と
「
奈
良
み
や
げ
」
は
、
寅
治
と
比
較
す
る
と
全
く
画
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風
を
異
に
し
て
い
る
。
前
者
の
図
案
は
ま
だ
し
も
デ
ザ
イ
ン
的
だ
が
、
画
題
の

内
容
は
、
三
日
月
の
下
、
馬
子
の
ひ
く
馬
の
背
に
ゆ
ら
れ
る
旅
人
と
、
荷
を
か

つ
い
で
従
う
お
伴
、
と
い
う
俳
句
の
季
題
風
。
後
者
は
、
興
福
寺
遠
景
、
，
春
日

大
社
の
鹿
、
雛
の
ス
ケ
ッ
チ
と
い
っ
た
絵
葉
書
風
、
と
な
っ
て
い
る
。
「
ホ
ト
ト

ギ
ス
」
寺
号
に
漱
石
は
、
〈
な
げ
し
浮
世
に
懸
あ
ら
ば
V
に
始
ま
る
俳
膿
詩
、

「
富
津
」
と
題
し
た
作
句
四
句
等
を
出
し
、
ま
た
次
の
八
巻
二
号
に
は
虚
子
と

の
俳
西
詩
「
尼
」
を
載
せ
る
な
ど
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
漱
石
が
句
作
に
熱
中

し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
つ
ま
り
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
大
い
に
肩
'

入
れ
し
て
い
た
時
の
書
簡
が
、
こ
こ
に
あ
げ
た
橋
口
貢
あ
て
の
も
の
で
あ
る
。

〈
先
日
虚
子
と
連
句
を
し
た
る
時
丁
度
あ
の
様
な
句
を
啄
み
ま
し
た
V
と
続
け

て
書
い
て
い
る
の
は
「
富
寺
」
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
 
『
猫
」
は
ま
だ
執

筆
さ
れ
て
い
な
い
。
後
に
五
葉
は
『
猫
』
と
『
濠
虚
集
」
、
の
装
釘
で
、
斬
新
で

見
事
な
ア
漕
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
雰
囲
気
を
創
り
出
し
て
漱
石
を
喜
ば
せ
る
の

だ
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
漱
石
の
側
に
そ
の
よ
う
な
意
識
は
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

 
『
猫
』
第
一
篇
が
『
倫
敦
塔
」
『
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
』
（
明
治
三
十
八
年
一

年
「
帝
國
文
學
」
と
「
漁
燈
」
）
と
共
に
世
に
出
、
先
に
あ
げ
た
『
漱
石
と
柳

村
』
が
人
々
の
目
に
ふ
れ
た
後
一
週
間
ほ
ど
経
っ
た
、
三
十
八
年
一
月
三
十
日

の
寺
田
寅
彦
あ
て
の
葉
書
に
、
ま
た
「
明
星
」
が
出
て
く
る
。
寅
彦
か
ら
送
ら

れ
て
来
た
絵
に
対
し
て
の
返
事
だ
が
、
〈
傑
作
到
着
V
な
ど
と
ふ
ざ
け
半
分
に
．

書
か
れ
て
い
る
。
絵
の
ほ
か
に
文
も
送
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
に
対
し
て
く
文
章

は
明
星
派
の
系
統
を
引
く
。
い
や
は
や
。
夫
よ
り
飯
田
河
岸
の
事
で
も
か
け
ば

い
㌧
V
と
け
な
し
て
い
る
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
創
作
よ
り
も
写
生
的
小
品
で

も
書
け
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
ら
し
い
。
ひ
や
か
し
半
分
の
文
の
中
に
、
批
判

的
な
が
ら
も
出
て
く
る
ほ
ど
、
「
明
星
」
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
、

「
明
星
」
的
な
も
の
へ
の
嗅
覚
が
強
ま
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

 
三
十
八
年
三
月
に
入
っ
て
す
ぐ
、
四
日
の
野
間
眞
綱
あ
て
の
手
紙
は
興
味
深

い
。
四
月
に
出
る
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
百
号
記
念
号
の
『
幻
影
の
盾
』
「
に
寄
せ
ら

れ
た
『
盾
の
う
た
」
の
礼
状
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
続
く
部
分
で
あ
る
。
，
〈
傳

四
丸
一
日
一
翌
五
日
の
伝
四
あ
て
の
書
簡
で
は
満
一
日
と
な
っ
て
い
る
l
l

を
も
の
し
候
よ
し
。
明
星
と
七
人
は
喧
嘩
を
は
じ
め
る
由
。
柳
村
宅
で
文
士
會

合
の
節
白
鳥
來
り
候
よ
し
／
栗
原
古
城
と
い
ふ
先
生
も
其
席
上
に
あ
り
し
由
白

鳥
を
ひ
や
か
し
た
か
ど
う
だ
か
あ
や
し
き
も
の
也
V
こ
の
消
息
が
誰
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
か
判
然
と
し
な
い
。
「
明
星
」
又
は
「
七
人
」
に
近
い
人
間
で
あ
ヶ
、

柳
村
宅
の
文
士
会
合
の
場
に
居
あ
わ
せ
た
者
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
頃
漱
石
宅
に

出
入
し
た
弟
子
達
の
中
で
㍉
「
明
星
」
「
七
人
」
系
に
位
置
し
て
い
た
の
は
野

村
伝
四
だ
が
、
彼
で
あ
る
証
拠
は
な
い
。
が
、
〈
二
四
丸
」
一
日
を
も
の
し
候
よ

し
V
の
一
文
か
ぢ
考
え
て
、
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
或
は
生
田
長
江
の
可
能
性
も

あ
る
。
〈
明
星
と
七
入
は
喧
嘩
を
は
じ
め
る
由
〉
は
、
一
．
日
発
行
の
「
明
星
」

を
見
た
伝
四
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
と
、
漱
石
が
「
明
星
」
を
見
た
可

能
性
と
、
「
七
人
」
を
攻
撃
し
た
「
明
星
」
の
『
『
七
人
目
の
野
人
語
」
が
長

・
江
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
理
由
と
、
三
つ
の
経
路
が
考
え
ら

れ
る
。
三
つ
の
う
ち
、
第
二
の
場
合
は
、
あ
る
程
度
の
日
数
は
限
定
で
き
る
。

す
な
わ
ち
発
行
日
の
一
月
か
ら
十
日
ま
で
の
間
で
あ
る
。
．
十
一
日
の
消
印
を
持

つ
大
谷
正
信
（
続
石
）
あ
て
の
書
簡
は
く
拝
呈
明
星
御
親
切
に
御
敵
被
下
降
二

曹
候
V
に
始
ま
っ
て
い
る
。
〈
早
速
教
師
の
一
日
ど
申
す
の
を
拝
讃
致
候
〉
が
」

続
く
。
こ
れ
は
編
石
が
乙
亥
生
の
名
で
書
い
た
『
教
師
の
一
日
」
中
、
〈
机
邊
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、

の
書
冊
を
架
上
に
納
め
て
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
ニ
三
曲
を
讃
む
。
先
生
は
有
難
迷
惑

か
庵
知
れ
ぬ
が
、
僕
は
漱
石
先
生
を
非
常
に
敬
慕
し
て
居
る
。
先
生
も
教
員
生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

活
が
嫌
ひ
だ
と
い
ふ
こ
と
だ
。
僕
は
何
と
な
く
嬉
し
い
。
績
「
我
輩
は
猫
で
あ

る
」
も
頗
る
面
白
い
。
V
の
一
節
を
見
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
「
明
星
」
に
は
柳
村
宅
会
合
の
記
事
は
な
い
か
ら
、
〈
明
星
と
七
人
は
喧
嘩

を
は
じ
め
る
由
V
は
、
誰
か
の
口
に
よ
っ
て
漱
石
の
耳
に
達
し
た
と
見
る
方
が

順
当
で
あ
ろ
う
。

 
六
月
二
十
七
日
の
伝
四
あ
て
書
簡
は
、
伝
四
の
作
品
が
虚
子
か
ら
文
句
を
つ

け
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
漱
石
に
泣
き
つ
い
て
き
た
手
紙
へ
の
返
信
で
あ
る
。

漱
石
は
こ
の
手
紙
の
中
で
は
虚
子
側
に
つ
き
、
若
い
弟
子
の
漫
心
を
諌
め
る
態

度
を
と
っ
て
い
る
。
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
文
学
観
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
を

引
い
て
み
よ
う
。
〈
ホ
ト
・
ギ
ス
は
方
今
の
文
壇
で
濁
毛
色
の
ち
が
っ
た
も
の

で
あ
る
。
明
星
其
他
の
文
章
家
か
ら
見
れ
ば
ボ
ト
・
ギ
入
の
文
章
は
文
章
で
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
ホ
ト
・
ギ
ス
連
か
ら
見
る
と
明
星
派
は
又
文
章
に
な
ら
ん

の
で
あ
る
。
レ
ト
リ
ッ
ク
馨
り
だ
と
思
っ
て
居
る
か
も
知
れ
ん
V
。
こ
の
よ
う

な
や
り
と
り
は
、
翌
三
十
九
年
二
月
に
も
行
わ
れ
た
。
伝
四
の
「
↑
昔
」
に
つ

い
て
の
く
四
方
太
が
失
敗
だ
と
申
し
小
山
内
が
傑
作
だ
と
申
し
た
の
で
六
大
に

惑
ふ
の
は
尤
も
だ
V
（
二
月
二
十
日
消
印
の
伝
四
あ
て
書
簡
）
と
評
す
と
こ
ろ

で
あ
る
。
漱
石
は
両
者
の
差
異
を
見
き
わ
め
て
、
右
は
右
、
左
は
左
と
認
め

・
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
前
の
手
紙
で
は
く
僕
は
ど
っ
ち
が
い
～
と
も

云
は
ぬ
〉
、
後
の
で
は
く
僕
は
ど
う
か
と
云
ふ
と
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
V
と

伝
四
に
向
っ
て
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
漱
石
は
自
分
の
申
に
、
〈
俳
句
を
や

 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

っ
て
ほ
と
と
ぎ
す
へ
投
書
V
す
る
面
と
、
〈
新
睦
詩
を
明
星
へ
〉
出
す
面
と
、
「

二
つ
が
共
存
し
て
い
る
の
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

漱
石
に
お
け
る
「
明
星
」
的
な
も
の
 
1
初
期
作
品
を
中
心
に
一

 
後
の
手
紙
の
明
治
三
十
九
年
二
月
と
い
う
時
は
、
ち
ょ
う
ど
後
に
『
漂
虚
集
』

に
収
め
ち
れ
る
こ
と
に
な
る
七
つ
の
短
編
が
完
結
し
た
そ
の
翌
月
に
な
る
。

『
猫
」
と
『
濠
虚
集
」
と
は
、
大
き
く
色
合
が
異
っ
て
は
い
る
が
ど
ち
ら
も
漱

石
の
内
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
猫
」
が
虚
子
に
よ
っ
て
、
又
は
「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
に
よ
っ
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
雛
型
集
』
は
「
明
星
」

に
よ
っ
て
生
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
た
し
か
に
漱
石
は
、
当
時
の
新
体
詩
に
は
批
判
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
例

え
ば
談
話
『
み
づ
ま
く
ら
」
 
（
明
治
三
十
八
年
八
月
十
五
日
目
新
潮
」
）
に
語

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
く
ど
の
作
り
振
ケ
を
見
て
も
入
口
は
一
つ
で
、
中
頃
か
ら

枝
が
出
た
や
う
に
、
あ
ち
ら
へ
岐
れ
こ
ち
ら
へ
岐
れ
る
と
い
ふ
迄
で
、
其
筋
道

は
大
抵
お
ん
な
し
V
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
ま
た
、
恋
を
や
た
ら

と
ふ
り
ま
わ
す
よ
う
な
も
の
は
＜
く
だ
ら
な
い
〉
と
片
付
け
て
い
る
。
だ
が
、

批
判
的
で
は
あ
っ
て
も
否
定
的
で
は
な
い
。
〈
鐵
幹
と
い
ふ
人
は
旨
い
。
そ
れ

に
心
許
才
が
あ
る
と
思
ふ
V
と
、
．
子
規
が
聞
い
た
ら
文
句
を
つ
け
そ
う
な
こ
と

も
言
っ
て
い
る
。
同
じ
く
談
話
『
夏
目
漱
石
氏
文
叢
談
」
 
（
明
治
三
十
九
年
八

月
一
日
目
早
山
田
文
學
」
）
で
も
、
〈
今
少
し
何
と
か
工
夫
の
あ
り
さ
う
な
も

の
だ
V
と
か
》
〈
今
少
し
自
由
に
、
遺
憾
な
く
、
十
分
に
セ
ン
テ
ィ
，
メ
ン
ト
を

歌
っ
て
見
ら
れ
さ
う
に
思
ひ
ま
す
〉
と
述
べ
て
お
り
、
も
う
少
し
何
と
か
な
っ

て
い
れ
ば
充
分
に
満
足
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
．
手
放
し
で
褒
め
も
し
な
い
が
、

戦
闘
的
に
否
定
も
し
な
い
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
全
く
の
無
関
心
で
も
な
い
と
い

っ
虎
態
度
な
の
で
あ
る
。

 
そ
れ
で
は
、
俳
句
の
方
に
は
全
面
的
に
賛
成
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
決
し

て
そ
う
で
は
な
い
。
 
同
じ
よ
う
な
態
度
は
、
虚
子
や
四
方
太
達
の
写
生
文
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
び

行
き
方
、
考
え
方
に
対
す
る
自
己
の
考
え
を
述
べ
る
場
合
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
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る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
『
漱
石
と
写
生
文
』
（
「
新
樹
」
第
一
輯
昭
和
五

十
三
年
二
月
一
日
）
に
す
で
に
述
べ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
述
べ
な
b
が
、

『
草
枕
『
（
「
新
小
説
」
．
明
治
三
十
九
年
九
月
一
日
）
を
激
賞
し
た
鈴
木
三
重
吉

に
あ
て
た
書
簡
（
三
十
九
年
十
月
二
十
六
日
付
）
で
、
は
っ
き
り
と
〈
か
の
俳

句
連
虚
子
で
も
四
方
太
で
も
此
貼
i
自
分
の
ウ
ツ
ク
シ
イ
と
思
ふ
事
ば
か
り

か
い
て
、
そ
れ
で
文
學
者
だ
と
澄
ま
し
て
居
る
（
文
中
よ
り
引
用
）
一
に
於

て
は
丸
で
別
世
界
の
人
間
で
あ
る
〉
と
、
そ
の
一
面
的
な
行
き
方
を
批
判
し
て

い
る
と
こ
ろ
な
ど
で
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

 
つ
ま
り
、
漱
石
の
内
で
は
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
も
「
明
星
」
に
も
完
全

に
満
足
し
て
一
致
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

完
全
に
満
足
で
き
な
い
か
わ
り
に
、
ど
ち
ら
に
も
重
な
っ
て
ゆ
け
る
部
分
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
一
方
に
は
『
猫
』
、
他
方
に
は
『
濠
虚
円
』
、
と
い
う
形
で
表
出

し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
P

ノ

第
三
章

 
当
時
、
「
明
星
」
は
漱
石
を
ど
う
見
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
明
治
三
十
六
年
九

月
に
出
た
『
双
生
文
集
」
 
（
俳
書
堂
）
に
は
、
『
倫
敦
消
息
」
が
収
め
ら
れ
て

い
た
の
だ
が
、
評
は
出
な
か
っ
た
。
先
に
あ
げ
た
続
石
の
『
教
師
の
一
日
』
あ

た
り
が
、
お
そ
ら
く
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
『
猫
』
が

出
た
直
後
の
反
応
で
あ
る
。

 
三
十
八
年
八
月
一
日
の
「
明
星
」
に
は
、
明
ら
か
に
漱
石
の
．
『
猫
」
の
影
響

下
と
思
わ
れ
る
小
品
『
猫
』
が
あ
る
。
．
作
者
は
く
な
に
が
し
V
と
い
う
筆
名

の
み
で
誰
だ
か
判
然
と
し
な
い
が
、
書
き
出
し
く
私
は
玉
茎
の
お
氣
に
入
り
の

「
三
毛
』
で
御
座
居
ま
す
V
な
ど
か
ら
し
て
、
漱
石
の
『
猫
」
・
第
一
篇
冒
頭
に

よ
く
似
て
い
る
。
仔
猫
の
口
か
ら
飼
主
の
少
女
乏
の
交
流
や
出
来
事
を
語
ら
せ

る
方
法
も
、
 
『
猫
」
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

 
三
十
八
年
十
月
一
日
号
の
巻
頭
に
は
『
ふ
じ
を
の
君
に
』
と
題
し
た
評
論
が

あ
る
。
沙
上
行
人
と
い
う
筆
名
で
、
こ
れ
も
誰
だ
か
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
九

月
の
「
中
央
公
論
」
に
出
た
'
『
一
夜
」
を
と
り
あ
げ
て
、
〈
之
を
小
説
と
云
は

む
も
美
文
と
呼
ば
む
も
小
生
の
勝
手
に
は
候
へ
ど
も
、
何
と
申
し
て
も
作
者
の

意
に
は
、
充
た
ざ
る
ぺ
け
れ
ば
、
態
ど
ひ
ろ
く
散
文
と
申
し
置
く
V
と
言
い
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
や
つ

『
一
夜
」
の
価
置
は
A
三
者
が
作
者
の
操
る
奇
し
き
糸
に
誘
は
れ
て
、
瞬
時
或

 
 
 
 
さ
ま
よ

る
幻
境
に
彷
裡
ふ
を
得
ば
則
ち
作
者
の
本
意
な
る
べ
く
V
と
い
う
と
こ
ろ
に
お

く
。
〈
わ
か
ら
ん
で
も
感
じ
さ
へ
す
れ
ば
よ
い
の
だ
〉
と
い
う
漱
石
（
九
月
十

一
日
の
中
川
芳
太
郎
あ
て
葉
書
）
の
意
図
を
よ
く
汲
ん
だ
評
だ
と
言
え
よ
う
。

三
人
の
男
女
の
会
話
、
場
面
の
雰
囲
気
、
味
わ
い
等
の
く
感
じ
V
に
力
点
を
お

い
た
評
価
で
あ
る
。
虚
子
に
対
し
て
く
あ
れ
を
も
っ
と
わ
か
る
檬
に
か
い
て
は

あ
れ
丈
の
感
じ
は
到
底
出
な
い
と
存
候
V
（
九
月
十
七
日
書
簡
）
と
書
か
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
漱
石
に
と
っ
て
は
、
沙
上
行
人
は
良
き
理
解
者
で
あ
っ
た
。
し

か
し
く
作
者
に
し
て
掌
れ
を
人
生
に
結
び
附
け
、
之
れ
を
以
て
人
生
の
批
評
な

り
と
せ
ら
る
㌧
に
於
て
は
、
小
生
は
未
だ
俄
に
首
肯
し
難
き
も
の
有
之
V
と
、

結
末
部
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
疑
問
は
む
し
ろ
当
然
と
言
う
べ
き
で
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
ま
よ

〈
感
じ
〉
を
ぷ
っ
つ
り
断
ち
切
る
結
末
で
あ
る
か
ら
、
〈
感
じ
V
に
く
彷
裡
V

っ
て
い
た
者
と
し
て
は
、
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
全
体
的
に
、
こ
の
『
ふ

じ
を
の
君
に
」
の
漱
石
評
は
、
好
意
に
満
ち
て
い
る
。
〈
こ
の
作
者
の
如
き
人

が
、
こ
の
種
の
作
品
に
筆
を
染
め
ち
る
＼
は
、
小
説
に
証
し
て
も
眞
面
目
な
る

態
度
を
以
う
て
筆
を
執
る
者
あ
り
と
云
ふ
事
を
世
に
示
す
だ
け
に
し
て
も
、
大

に
小
生
の
意
を
強
う
す
る
も
の
有
之
候
V
と
ま
で
、
褒
め
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
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、



な
ど
下
白
鳥
の
「
漱
石
と
柳
村
」
の
よ
う
に
、
何
か
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
、
疑
い
た
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。
案
の
定
、
十
月
十
日
の
「
高
士
文
學
」

第
十
一
巻
十
号
に
、
『
明
星
の
沙
上
行
人
に
答
ふ
」
 
（
鶴
鵡
公
）
が
出
た
。
対

し
て
十
一
月
「
明
星
」
に
は
『
帝
國
文
學
の
蕪
鵡
公
言
に
答
ふ
」
が
出
、
沙
上

行
人
は
漱
石
を
〈
夏
目
先
生
〉
と
呼
ん
で
い
る
。
門
下
の
弟
子
の
誰
か
、
又

は
学
生
の
申
の
誰
か
と
思
わ
れ
る
が
確
証
が
未
だ
得
ら
れ
な
い
の
が
残
念
で
あ

る
。

 
『
一
夜
』
が
出
て
か
ら
、
「
明
星
」
は
漱
石
に
注
目
し
だ
す
。
三
十
八
年
十

一
丹
（
日
付
不
明
）
に
は
、
〈
先
日
梨
扇
箱
來
訪
明
星
に
何
か
書
い
て
く
れ
と

申
さ
れ
候
是
も
多
忙
に
て
乍
不
本
意
噺
り
申
候
〉
と
皆
川
正
禧
に
書
い
て
い
る

よ
う
に
、
高
田
知
一
郎
を
通
じ
て
執
筆
依
頼
を
し
て
い
る
。
梨
雨
は
「
明
星
」

「
帝
國
文
學
」
等
に
新
体
詩
を
多
く
出
し
て
お
り
、
先
の
『
み
づ
ま
く
ら
」

で
漱
石
が
酷
評
し
た
新
体
詩
の
作
者
そ
の
入
で
あ
る
。
こ
の
月
の
「
明
星
」
に

は
、
前
述
の
沙
上
行
人
の
寝
言
公
あ
て
の
文
の
他
、
『
十
月
の
新
聞
雑
誌
』
平

中
に
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の
『
猫
』
第
六
篇
が
〈
相
攣
ら
ず
面
白
ぐ
讃
了
せ
り
〉

と
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
引
用
箇
所
が
面
白
い
。
寒
月
が
、
苦
沙
弥
、

東
風
、
迷
亭
を
相
手
に
俳
劇
の
構
想
を
ぶ
っ
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
〈
所
へ
花

道
か
ら
俳
人
高
濱
虚
子
が
ス
テ
ッ
キ
を
持
っ
て
V
、
一
見
〈
陸
軍
の
御
用
達
〉

風
に
あ
ら
わ
れ
る
。
女
が
行
水
し
て
い
る
上
に
鳥
が
と
ま
っ
て
い
る
の
を
見
て

〈
大
に
俳
味
に
感
動
し
た
と
云
ふ
思
ひ
入
れ
が
五
十
秒
ば
か
り
あ
っ
て
〉
、
大

 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

声
で
く
行
水
の
女
に
惚
れ
る
鳥
か
な
V
で
幕
と
な
る
、
の
く
だ
り
を
引
い
て
、

 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

〈
た
わ
い
も
無
き
事
な
れ
ど
腹
を
よ
ら
せ
る
〉
と
評
し
て
い
る
の
だ
が
、
痛
烈

に
虚
子
及
び
そ
の
一
派
を
皮
肉
っ
ぼ
く
椰
楡
し
た
部
分
に
、
敏
感
に
反
応
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
『
猫
』
の
こ
の
部
分
の
あ
と
に
は
、
東
風
の
新
体
詩
が
迷
論

漱
石
に
お
け
る
「
明
星
」
的
な
も
の
 
一
初
期
作
品
を
中
心
に
一

 
か
ら
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
ま
ぜ
返
さ
れ
る
場
面
が
続
き
、
い
わ
ば
、
漱
石
が
「
ホ

、

 
ト
ト
ギ
ス
」
と
「
明
星
」
両
者
を
ま
ぜ
返
す
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
同
時
に
漱

 
石
は
〈
送
籍
君
〉
と
し
て
、
自
分
の
『
一
夜
」
を
く
馬
鹿
V
の
く
取
除
け
V

 
の
作
に
し
て
し
ま
い
、
自
身
を
茶
化
す
と
い
う
離
れ
わ
ざ
を
や
っ
て
の
け
て
い

 
る
。
『
一
夜
」
の
弁
解
の
み
と
は
あ
な
が
ち
考
え
ら
れ
な
い
巧
み
な
配
慮
で
あ

 
る
。

 
 
同
じ
く
こ
の
月
に
は
、
上
田
敏
の
『
海
潮
音
」
と
並
ん
で
『
猫
」
単
行
本
上

篇
の
評
が
あ
る
。
筆
者
は
平
野
三
野
で
、
圏
点
を
つ
け
た
所
だ
け
で
も
、
次
の
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へ

 
よ
う
な
も
の
に
な
る
。
〈
冷
静
な
観
察
と
奇
警
な
語
句
と
に
富
ん
だ
著
者
が
、

 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
ド
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ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ
 
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

東
西
の
學
殖
と
、
俳
味
と
、
酒
脱
な
言
文
一
致
と
を
以
て
V
書
か
れ
た
〈
珍

 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

品
〉
で
く
家
庭
の
譲
物
V
と
し
て
紹
介
す
る
に
足
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
装

釘
、
挿
画
に
も
触
れ
、
客
観
的
、
常
識
的
な
評
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
見
方

が
、
漱
石
に
対
す
る
基
本
的
な
視
点
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

 
続
く
十
二
月
の
「
明
星
」
に
は
、
漱
石
が
多
忙
の
た
め
と
く
乍
不
本
意
V
梨

雨
に
断
わ
っ
た
そ
の
十
一
月
に
出
た
「
中
央
公
論
」
の
「
錘
露
行
」
評
が
出
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
。
マ
。
。

 
い
る
。
平
出
修
は
く
漱
石
氏
の
「
韮
露
行
」
は
猫
り
苦
心
の
痕
見
え
て
愛
讃
す

 
べ
き
好
小
品
な
り
V
と
紹
介
し
、
『
三
、
袖
』
の
、
エ
レ
ー
ン
が
深
夜
、
紅
い

袖
を
切
り
落
し
、
そ
れ
を
手
に
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
の
部
屋
の
戸
を
た
た
く
場
面
を

引
い
て
い
る
。
序
を
う
け
て
、
マ
ロ
リ
ー
原
作
を
書
き
直
す
苦
心
の
た
め
か
、

〈
全
篇
の
統
一
や
㌧
不
確
實
な
る
の
憾
あ
り
V
な
ど
と
書
い
て
い
る
が
、
別
項

に
採
り
あ
げ
ら
れ
た
花
野
訳
の
『
キ
イ
ツ
の
詩
」
を
、
英
語
も
知
ら
な
け
れ
ば

日
本
語
も
知
ち
ぬ
人
間
の
仕
事
だ
と
酷
評
（
茅
野
皆
々
）
し
て
い
る
の
に
比
較

す
れ
ば
、
〈
憾
V
な
ど
無
き
に
等
し
い
。
雲
泥
の
差
と
も
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

他
に
「
堕
落
」
に
漁
っ
た
談
話
が
引
か
れ
て
い
た
り
、
「
日
日
新
聞
」
の
漱
石
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評
を
使
っ
て
野
の
人
を
攻
撃
す
る
な
ど
様
々
に
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
。
お
そ
略

く
漱
石
の
作
品
が
、
笑
い
や
知
識
に
彩
ら
れ
た
良
識
的
な
作
品
で
、
発
言
も
極

端
な
人
身
攻
撃
を
一
切
し
な
い
お
と
な
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
引

き
あ
い
に
出
し
や
す
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
一
貫
し
て
続

い
て
い
る
。
「
明
星
」
と
敵
対
す
る
相
手
で
は
な
い
、
益
不
益
と
は
余
り
関
係

の
な
い
相
手
で
あ
る
、
と
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
あ
6
。
つ
ま
り
学
者
の
余
技

と
見
て
い
る
α

 
こ
の
十
二
月
の
「
明
星
」
を
漱
石
が
読
ん
で
い
る
こ
と
は
、
皇
基
伝
四
に
、

〈
傳
四
先
生
下
駄
物
語
に
つ
き
明
星
で
わ
る
口
を
か
い
て
居
る
御
覧
な
さ
い
〉

と
書
き
送
っ
た
手
紙
（
十
二
月
九
日
）
で
明
ら
か
で
あ
る
。
細
か
な
六
号
活
字
、

に
注
意
深
く
目
を
通
し
て
い
る
わ
け
で
、
自
分
へ
の
評
に
つ
い
．
て
は
無
論
語
っ

て
い
な
い
。
前
年
の
十
一
月
十
日
消
印
の
三
重
吉
あ
て
の
手
紙
に
く
文
庫
と
い

ふ
雑
誌
の
六
號
活
字
が
よ
く
僕
の
わ
る
口
を
申
し
ま
す
…
…
文
章
で
も
一
遍
文

庫
へ
投
書
し
た
ら
す
ぐ
褒
め
出
す
で
せ
う
V
な
ど
と
辛
辣
な
よ
う
で
い
て
、
逆

に
六
号
活
字
に
意
識
的
な
と
こ
ろ
が
出
て
い
る
の
と
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

 
 
三
十
九
年
二
月
号
で
は
、
層
『
趣
味
の
遺
墨
」
、
四
月
号
で
は
「
猫
」
第
九
篇

が
、
面
白
い
、
の
語
の
も
と
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

 
 
三
十
九
年
五
月
号
に
は
、
 
『
小
説
「
破
戒
」
其
他
」
ど
し
て
、
晶
子
の
「
坊

 
つ
ち
や
ん
』
評
が
あ
る
。
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
四
月
号
附
録
の
『
坊
つ
ち
や
ん
』

を
、
晶
子
は
〈
誠
に
く
佳
い
お
作
〉
と
褒
め
、
〈
全
的
が
し
っ
く
り
と
引
緊

 
つ
て
〉
、
人
物
が
多
彩
で
、
事
件
に
変
化
が
あ
り
、
〈
す
べ
て
自
然
に
面
白
く

、
、
書
か
れ
て
い
る
V
と
評
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
〈
從
來
外
に
文
學
の
本
領
が

お
有
り
な
さ
れ
て
、
詳
聞
か
ら
は
小
説
家
と
は
申
上
げ
な
か
っ
た
方
々
1
1
も

う
一
人
は
藤
村
l
V
が
、
〈
專
門
の
小
説
家
を
凌
ぐ
程
の
実
力
を
お
見
せ
な

さ
い
ま
す
V
も
の
だ
と
、
受
け
と
ら
れ
て
い
る
。

 
十
月
に
は
、
九
月
の
「
新
小
説
」
1
こ
の
広
告
は
、
九
月
号
，
「
明
星
」
に

あ
る
一
に
出
た
『
草
枕
」
が
、
-
〈
世
人
の
注
意
を
惹
い
た
檬
子
だ
〉
と
紹
介

さ
れ
、
〈
局
部
斑
々
に
描
篤
の
新
し
い
も
の
が
あ
り
観
察
の
微
に
入
っ
た
も
の

が
あ
る
け
れ
ど
全
波
に
作
者
の
議
論
が
掴
出
す
る
の
は
、
や
㌧
倦
厭
の
感
を
催

さ
し
め
る
し
、
文
章
も
大
分
に
穴
の
あ
く
場
所
が
あ
る
と
思
ふ
V
と
評
さ
れ
て

い
る
。
以
前
に
『
一
夜
』
の
評
で
㍉
議
論
的
な
部
分
に
批
判
的
で
あ
っ
た
の
と

伺
様
の
見
方
で
あ
る
。
〈
描
爲
V
〈
観
察
V
が
面
白
く
、
雰
囲
気
が
見
事
に
出

て
い
る
部
分
を
良
し
と
し
て
『
草
枕
』
を
見
れ
ば
、
必
要
な
の
は
、
お
だ
や
か

な
春
の
景
色
と
春
の
感
覚
の
み
で
あ
っ
て
、
画
工
の
〈
議
論
〉
な
ど
は
無
く
て

も
良
い
の
で
あ
る
。
「
明
星
」
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
三
重
吉
な
ど
も
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
箭
早
し
た

十
月
二
十
六
日
過
書
簡
に
く
草
枕
の
檬
な
主
人
公
で
は
い
け
な
い
V
と
諌
め
て

あ
惹
と
こ
ろ
か
ち
推
察
で
き
る
。
作
者
漱
石
が
く
議
論
V
に
力
点
を
お
い
て
い

た
に
せ
よ
、
-
「
明
星
」
も
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
も
同
じ
よ
う
な
見
方
し
か
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
漱
石
の
真
意
が
ど
こ
に
あ
る
に
せ
よ
、
『
草
枕
』
が
く
世

人
の
注
意
〉
の
的
と
な
っ
た
こ
と
は
、
「
明
星
」
の
例
を
と
り
あ
げ
て
み
て
も
、

四
十
一
年
一
月
号
の
『
繁
簡
録
』
 
（
石
井
柏
亭
）
、
三
月
号
の
『
爲
眞
」
（
古
見

彩
虹
）
に
出
て
く
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。
『
繁
簡
録
」
で
は
、
〈
高
安

君
V
の
、
常
と
は
一
風
変
っ
た
人
柄
を
あ
ら
わ
す
の
に
、
〈
高
安
君
は
言
文
一

 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

致
は
い
や
だ
、
『
草
枕
な
ど
も
辛
氣
で
讃
む
氣
が
し
な
い
、
島
崎
君
の
『
破
戒
』

も
言
文
一
致
で
は
な
く
や
っ
て
貰
ひ
た
か
っ
た
、
又
あ
ま
り
艶
氣
が
な
さ
過
ぎ

て
、
其
前
半
は
冗
長
で
あ
る
な
ど
と
日
ふ
V
と
使
わ
れ
て
い
る
。
世
評
と
は
逆

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
点
が
、
．
〈
高
安
君
V
の
人
間
像
を
丁
々
と
表
現
し
て
い
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る
。
一
方
の
『
電
命
』
は
、
春
の
日
の
暖
か
さ
、
高
い
空
と
薄
雲
、
梅
に
鶯
、

陽
炎
と
い
っ
た
景
色
の
描
写
の
あ
と
に
、
〈
僕
〉
は
く
懐
中
か
ら
『
新
小
説
』

を
出
し
て
漱
石
の
『
草
枕
」
の
三
章
を
讃
み
始
め
た
。
日
光
の
反
射
が
強
い
の

で
一
頁
も
讃
ま
無
い
う
ち
に
眼
が
眩
む
。
V
と
、
春
の
中
に
目
を
閉
じ
る
。
こ

・
の
場
面
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
温
泉
宿
の
春
に
身
を
ひ
た
す
画
工

が
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
四
章

 
以
上
に
あ
げ
た
の
は
、
『
猫
』
か
ら
『
草
枕
』
に
至
る
漱
石
と
「
明
星
」
と

の
表
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
相
互
の
認
識
で
あ
る
。
漱
石
が
「
明
星
」
と
没
交

渉
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
は
証
さ
れ
た
と
思
う
。
こ
こ
で
再
び
漱
石
に
も

ど
っ
て
、
表
面
に
出
て
い
な
い
「
明
星
」
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。
、

 
漱
石
が
、
留
学
前
後
を
含
め
て
、
創
刊
以
来
の
「
明
星
」
を
い
っ
か
ら
手
に

と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
断
定
で
き
な
い
。
従
っ
て
こ

こ
か
ら
は
可
能
性
と
し
て
何
が
語
れ
る
か
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。

 
小
坂
普
氏
は
、
そ
の
著
書
『
漱
石
の
愛
と
文
学
』
 
（
講
談
社
昭
和
四
十
九
年

十
二
月
門
弟
）
の
中
で
、
『
幻
影
の
盾
』
と
楠
緒
子
の
『
く
ら
ら
姫
』
と
の
影
響

関
係
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
女
の
名
の
一
致
、
ク
ラ
ラ
が
ヰ
リ
ア
ム
を
く
猶
太

人
V
と
か
ら
か
う
場
面
と
の
関
連
-
騎
士
が
自
分
を
猶
太
人
と
答
え
る
一

な
ど
、
指
摘
で
き
る
も
の
は
多
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
『
く
ら
ら
姫
」
の

初
出
は
「
明
星
」
三
十
六
年
一
月
号
で
あ
り
、
漱
石
帰
国
と
時
を
同
じ
く
し
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
帰
朝
後
、
目
に
し
た
と
す
れ
ば
、
充
分
ヒ
ン
ト
に

な
る
わ
け
で
あ
る
。

 
三
十
六
年
三
月
号
に
は
、
山
本
露
葉
の
『
泉
の
女
』
が
あ
る
。
〈
『
魔
の
女
』

漱
石
に
お
け
る
「
明
星
」
的
な
も
の
 
一
初
期
作
品
を
中
心
に
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
や
ど

の
一
節
V
と
し
て
あ
る
が
出
典
は
未
詳
で
あ
る
。
〈
山
中
の
温
泉
宿
〉
の
湯
の

申
に
放
心
し
た
よ
う
に
身
体
を
伸
ば
す
自
分
の
前
に
、
突
然
湯
気
の
中
か
ら
女

の
裸
体
が
あ
ら
わ
れ
る
。
驚
き
と
、
女
の
身
体
の
美
し
さ
と
が
、
こ
と
細
か
に

描
写
さ
れ
る
。
言
葉
の
〈
頸
、
肩
、
腰
、
曙
の
さ
う
び
の
色
に
ほ
の
め
き
て
匂

 
 
 
 
 
 
 
つ
ち

ふ
か
と
ば
か
り
、
地
を
美
し
う
す
る
1
一
度
光
の
下
に
手
を
お
け
ば
青
草
を
．

萌
し
、
二
度
光
の
下
に
手
を
お
け
ば
花
を
咲
か
せ
、
三
度
光
の
下
に
手
を
お
け

 
 
 
と
と
の

ば
色
彩
を
調
ふ
る
i
一
春
の
神
の
眞
白
き
膚
も
此
の
如
き
か
と
見
ら
る
㌧
で
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
は
は
だ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
の
～
め

な
い
か
、
見
た
ま
へ
、
二
つ
の
乳
房
の
三
三
に
か
㌧
り
て
、
廣
野
の
東
明
に

瞼
を
開
く
白
百
合
の
如
き
を
1
〉
は
》
〈
眞
白
な
姿
が
雲
の
底
か
ら
次
第
に
浮

き
上
が
っ
て
量
る
。
其
輪
廓
を
見
よ
。
／
頸
筋
を
輕
く
内
輪
に
、
双
方
か
ら
責

め
て
、
苦
も
な
く
肩
の
方
へ
な
だ
れ
落
ち
た
線
が
、
豊
か
に
う
丸
く
折
れ
て
、

流
る
㌧
末
は
五
本
の
指
と
分
れ
る
の
で
あ
ら
う
。
ふ
っ
く
ら
と
浮
く
二
つ
の
乳

の
下
に
は
、
し
ば
し
引
く
波
が
、
又
滑
ら
か
に
盛
り
返
し
て
下
腹
の
張
り
を
安

ら
か
に
見
せ
る
〉
（
『
草
枕
』
七
）
と
、
場
面
、
情
況
と
共
に
響
き
あ
っ
て
い
る
と

読
め
る
。
現
実
の
小
天
温
泉
で
の
体
験
が
、
『
草
枕
』
と
な
る
ま
で
の
間
に
、

こ
の
よ
う
な
小
品
の
存
在
を
考
え
て
も
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に

こ
の
号
に
は
、
各
連
の
初
め
と
終
り
を
く
詩
は
成
り
ぬ
V
で
結
ぶ
、
鉄
幹
の

『
奮
人
』
が
あ
る
。
詩
入
玉
あ
る
人
の
〈
美
く
し
き
多
く
の
夢
〉
が
、
つ
い
に

〈
描
け
ゼ
も
成
ら
ず
〉
に
終
る
漱
石
の
『
一
夜
』
と
は
違
っ
て
、
『
直
人
』
の
詩

人
の
眼
前
の
く
燦
た
る
君
が
影
像
V
に
つ
け
ら
れ
る
讃
は
く
詩
は
成
り
ぬ
V
。

鉄
幹
の
才
を
認
め
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。

 
江
藤
淳
氏
の
『
漱
石
と
ア
ー
サ
ー
王
傳
説
』
 
（
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
五
十

年
十
二
月
二
三
）
以
来
、
つ
と
に
有
名
と
な
っ
た
も
の
に
ダ
ン
テ
・
ガ
ブ
リ
エ

ル
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
と
ラ
フ
・
ア
エ
ル
前
派
が
あ
る
。
三
十
六
年
九
月
号
に
は
、
英
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1

国
名
画
と
し
て
、
ロ
セ
ッ
テ
ィ
の
「
ダ
ン
テ
の
夢
」
と
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス

の
「
ヒ
ラ
ス
と
ニ
ム
フ
」
が
写
真
版
で
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
蒲
原
有
明
の
ロ

セ
ッ
テ
ィ
紹
介
と
、
石
井
転
音
の
ウ
ォ
レ
タ
ー
ハ
ウ
ス
紹
介
が
つ
い
て
い
る
。

ラ
フ
ァ
エ
．
ル
前
派
に
つ
い
て
は
、
「
帝
國
文
學
」
も
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
げ
な
い
。

 
同
じ
号
の
前
田
林
外
の
『
夏
花
少
女
』
の
一
は
、
『
夏
の
夜
の
夢
」
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
か
あ
な

〈
錦
の
小
蛇
V
の
変
じ
た
少
女
と
八
毒
草
繁
茂
れ
る
築
暗
〉
に
い
る
〈
我
〉
の
，

イ
メ
ー
ジ
は
、
ヰ
ネ
ヴ
ィ
ア
の
夢
に
通
じ
る
だ
ろ
う
。
単
行
本
と
な
っ
た
『
夏

花
少
女
』
は
、
三
十
八
年
十
一
月
、
林
外
か
ら
漱
石
に
贈
ら
れ
て
い
る
（
十
一

月
五
日
付
の
書
簡
）
。
礼
の
中
で
、
漱
石
は
〈
全
禮
の
上
に
於
て
妖
麗
魂
埼
の

感
を
生
じ
候
爲
め
不
感
愉
快
を
豊
候
〉
と
書
い
て
い
る
。
十
～
月
と
は
、
『
莚

露
行
』
が
「
中
央
公
論
」
に
出
た
月
で
あ
る
。

 
三
十
七
年
一
月
号
に
は
、
梨
雨
の
『
夢
な
り
き
』
が
あ
る
。
夢
の
申
で
恋
し

い
女
に
会
う
、
そ
れ
だ
け
を
連
綿
と
つ
づ
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
一
節
、
〈
つ

と
、
背
か
へ
し
て
、
彼
方
に
動
き
そ
め
ぬ
。
し
か
も
衣
懸
る
～
音
も
な
く
、

足
、
聲
を
躇
む
音
も
な
く
、
た
ゴ
影
の
揺
ぐ
ご
と
、
幻
の
去
る
ご
と
、
，
寂
然
と

し
て
君
行
か
ん
と
す
〉
も
ま
た
、
 
『
草
枕
』
に
流
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

宿
屋
の
夜
、
画
工
の
夢
う
つ
つ
の
中
に
、
幻
の
よ
う
に
那
美
が
出
入
り
す
る
。

〈
ま
ぼ
ろ
し
は
そ
ろ
り
く
と
部
屋
の
な
か
に
這
入
る
。
仙
女
の
波
を
わ
た
る

が
如
く
、
聲
の
上
に
は
人
ら
し
い
音
も
立
た
ぬ
V
（
三
）

 
三
十
七
年
十
月
号
に
は
、
同
じ
く
梨
雨
の
澤
詩
、
『
シ
ャ
：
ロ
ッ
ト
姫
』
が
出

る
。
十
一
月
号
で
は
、
 
『
牛
津
i
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ー
だ
よ
り
』
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

匿
名
者
の
投
稿
の
形
で
出
、
在
英
の
彼
は
、
か
つ
て
の
漱
石
と
同
じ
く
く
「
テ

ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ
 
 
 

ニ
ソ
ン
卿
と
P
R
B
」
の
風
雅
を
慕
ひ
、
あ
る
は
「
十
八
世
紀
に
於
け
る
英
國

へ
 
 
へ

詩
人
」
が
音
律
の
た
へ
な
る
を
賞
し
〉
て
い
る
と
、
梧
桐
夏
雄
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
三
十
八
年
一
月
号
で
は
、
厨
川
白
村
に
よ
っ
て
、
『
女
詩
人
ク
リ
入
テ
ィ

ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
及
び
其
母
の
送
像
』
が
写
真
版
と
共
に
紹
介
さ
れ
て
．
い
る
。

三
月
号
で
は
、
，
兄
ロ
セ
ッ
テ
ィ
の
詩
を
『
い
つ
み
」
と
し
て
、
川
上
櫻
翠
が
訳

出
し
て
い
る
。

 
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
百
号
記
念
号
は
三
十
八
年
四
月
一
日
中
発
行
で
あ
る
。
同

日
発
行
の
「
明
星
」
に
は
石
川
啄
木
の
『
め
し
ひ
の
少
女
』
が
あ
る
。
〈
ひ
む

が
し
の
海
を
の
ぞ
め
る
V
丘
の
上
、
〈
白
石
の
柱
V
の
高
殿
に
、
盲
目
の
少
女

 
 
 
 
も
の
の
ふ

と
、
若
い
武
夫
が
立
っ
て
い
る
。
武
夫
は
少
女
の
問
い
に
答
え
て
、
海
に
は

く
相
思
ふ
と
っ
く
に
人
の
／
文
使
乗
ず
る
船
V
ら
し
い
く
紅
の
帆
V
を
あ
げ
た

船
が
走
っ
て
い
る
ど
語
る
。
高
く
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
太
陽
の
下
、
二
人
は
抱
き
あ

い
く
口
吻
V
す
る
。
海
に
向
う
丘
、
大
理
石
の
柱
、
騎
士
と
乙
女
、
赤
い
帆
の

船
等
、
『
幻
影
の
盾
』
末
尾
の
盾
の
世
界
と
一
致
す
る
。
，
同
日
発
行
で
な
け
れ

ば
、
ど
ち
ら
か
が
疑
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
ほ
ど
の
符
合
ぶ
り
で
あ
る
。
両
者

の
交
流
は
、
直
接
に
は
な
い
か
ら
、
伝
聞
と
し
て
何
か
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性

は
あ
っ
て
も
、
作
品
の
内
容
ま
で
伝
わ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
二
人
の
内
部
か

ら
生
れ
て
来
た
も
の
が
、
共
通
素
材
の
存
在
の
可
能
性
を
も
含
め
て
、
大
変
近

い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
だ
，
と
考
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
「
明
星
」
的
な
も
の

の
存
在
が
、
漱
石
の
内
に
大
き
な
重
心
を
持
っ
て
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
、
証

さ
れ
る
の
で
は
な
い
ろ
う
か
。

 
可
能
性
を
さ
ら
に
拡
げ
れ
ば
、
電
蓄
子
の
『
金
時
計
』
 
（
明
治
三
十
三
年
九

月
号
）
と
『
虚
美
人
草
』
と
が
つ
な
が
る
か
ど
う
か
な
ど
、
関
係
は
さ
ら
に
深

め
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
が
、
以
上
に
あ
げ
た
…
幾
つ
か
の
例
に
よ
っ
て
も
、

漱
石
と
「
明
星
」
と
の
関
連
性
は
無
視
で
き
な
い
ま
で
に
深
い
も
の
で
あ
る
こ

〆
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と
が
読
み
と
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
 
こ
の
稿
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
晶
子
と
の

関
係
、
つ
ま
り
女
の
イ
メ
ー
ジ
等
も
係
わ
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
「
明
星
」
と
漱
石
と
を
む
す
ぶ
環
と
し
て
の
「
帝
國
文
學
」
の
存
在
も
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
問
題
提
起
し
た
本
稿
を
う
け
て
、
次
の
機
会

に
は
、
さ
ら
に
視
点
を
深
め
な
が
ら
、
漱
石
に
お
け
る
「
明
星
」
の
意
義
を
、

同
時
代
の
中
の
も
の
と
し
て
探
っ
て
ゆ
き
た
い
。

＼

〈
註
V

 
「
明
星
」
創
刊
の
広
告
が
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
出
る
の
は
、
明
治
三
十
三
年

六
月
二
十
五
日
の
第
三
巻
八
号
で
あ
る
。
漱
石
は
こ
れ
を
見
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
「
帝
國
文
學
」
の
方
が
二
ヶ
月
ほ
ど
早
い
。

、

引
用
は
、
漱
石
に
関
し
て
は
岩
波
版
全
集
か
ら
、
他
の
も
の
は
す
べ
て

覆
刻
版
に
よ
っ
た
。

（ 139 ）

＼
 
．
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噛

辱

漱
石
に
お
け
る
「
明
星
」
的
な
も
の
 
1
初
期
作
品
を
中
心
に
ー


